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八千穂 村 池 の平遺 跡発掘 調査 中間報告 書 の発刊 に際 して

昨年 (昭和58年)8月 10日 から8月 16日 まで 1週間にわたって八千穂村池の平地籍において,

旧石器時代の遺跡の発掘調査が行われ予想以上の成果が得 られ,こ にヽ調査結果の中間発表をい

たすこととなりました。

池ノ平地籍は八ケ岳山系縞枯山の北面傾斜地帯標高1,650mの高地であり現況はカラマツの人

工林 と自樺の自然林が多くレングツツジなど植物の群生地が広範囲に見られます。また八ケ岳山

麓ではこ だゝけではないか と言われてお りますが,それぞれの山峡からの流水が多く渓谷をつ く

って大石川となり豊かな水量がみられます。

昭和46年 ごろ,こ の地域で遺跡の発掘が行われ,遺物 として黒曜石を原石 とした石器が発掘さ

れたと伝えられていますが,その結果については明らかではありません。その後 1昨年 (昭和57

年)こ の地域を通ずる林道八ヶ岳線の道路側壁から相当量の石器 (黒 曜石でつ くられたもの)が

発見され,旧石器時代人がこの地に住み石器をつ くって狩猟の場 となったところではないかと想

像 されるに至 りました。このことは八千穂村の歴史上からも極めて重要なことと考えられます。

本格的な発掘調査を要するものと思考いたしました。特に前回発掘調査の経過 もあり学問的な解

明が望 まれてお りましたが,幸いにも今回信大理学部地質学科の熊井久雄先生の御指導 と御協力

が得 られ八ケ岳団研,野尻湖友の会の皆さんの積極的な参加があり,考古学的,地質学的両面の

解明により今回発掘の成果をまとめていただ くことが出来ました。

しかし,昨年の発掘では現地状況が予想以上に困難で木株,岩石など多く,予定グリッドの発

掘が出来ず一部残されましたので本年 も引きつ いヾて第二次の発掘を行 うことといたしました。

従って今回は発掘調査の中間報告の形でその結果をまとめていた ヾくことになりました。

八ケ岳山麓周辺には既に多くの遺跡があり池の平遺跡がこの地域においてどのような位置づけ

がされるかについては,本村の歴史上の問題点 として考えることと共に大きな期待のされるとこ

ろであります。

この中間報告の刊行できますことを喜ぶものでありますが,こ の調査に御指導御協力を載いた

関係の方々に心から感謝申し上げるとともに今後引き続いて御協力 くださるようお願いし,ご挨

拶 といたします。

八千穂村池の平遺跡発掘調査団長 (八 千穂村教育長)

出浦 深



例    言

1.本報告書は長野県南佐久郡八千穂村大字八ケ岳下池の平に所在する池の平遺跡大反地点の発

掘調査の概報である。

2.発掘調査は1983年 から 2～ 3年間の計画で実施されるが,本報告書は,そ の第 1年 目の調査

結果の概報である。

3.最終的な報告書は,すべての調査ならびに出土品の研究が終了した時点で出版する予定であ

る。

4.本報告に関する編集ならびに執筆は下記の編集委員会の責任において行われたものであるが,

遺物や層序に関 して,必ずしも全員が一致 した結論 を得ているものではないことを付記する。こ

のことは,今後の研究課題でもある。

5。 発掘出土品,写真等はすべて八千穂村教育委員会が保管 している。

6.発掘調査にあたっては,非常に多くの方々のご協力を得た。深甚なる謝意を表する。ことに,

千葉大学文学部麻生 優教授には貴重なご助言を得た。 また,発掘資材ならびに施設の利用など

で,野尻湖発掘調査団,野尻湖博物館,八千穂村役場,八千穂村婦人会,信州大学理学部地質学

教室にお世話になった。記 して感謝申し上げる。

〈編集委員〉

飯田和明,石塚二侍子,木村純―,熊井久雄,小浦和子,小林恵子,小林糸屯子,小林雅弘,

小宮山一美,近藤洋一,佐々木徳治,実川順一,杉田正男,数土美幸,竹内 健, 中村敦子,

中村由克,深沢哲治,矢島勝美
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I。 発掘に至 る経過

1。 遺跡の発見
八千穂村池の平遺跡は比較的早い時期から注目されてきた。すなわち,第 2次大戦後の本格的

旧石器文化研究の出発点 とされる1949年 の岩宿遺跡の発見から間もない頃に,すでに地元の故興

水利雄等によって表採が行われている。興水等の招致によるものと推定 されるが,1954年 には芹

沢長介が来訪し,駒出池付近で片面加工の尖頭器などを表採したという(井出,1982)。 また,同

じ頃に佐藤達雄もこの付近で尖頭器,石刃等を表採している (井出,1982)。

八ケ岳周辺の遺跡が次々と調査されていった1960年代には,池の平遺跡もその一環をなすもの

として,各種の遺跡分布図の中に明示されるようになった。その一例 として,小松 虔 (1967年 )

による八ケ岳周辺の遺跡分布図の中には,矢出川,御所平などと並んで,池の平牧場遺跡と無名

の遺跡 (駒 出池付近)2ケ所の遺跡が記載されている。池の平牧場遺跡の位置は現在の池の平遺

跡の位置である。これらの遺跡の遺物保管者は,前記の故興水利雄,佐藤達雄のほか,佐々木隆

蔵であるという (井出,1982)。

2:1971年の発掘調査
この発掘は林道八ケ岳線の工事に伴 って遺物が発見されたために急拠実施 されたものであ

る。発掘調査受託者は八千穂村教育委員会であり,1971年 (昭和46年)6月 1日 から 6日 までの

6日 間実施 された。発掘地 J貞 は八千穂村大字八郡八ケ岳下2049番地の塩 くれ場地
`点, トリデロッ

ク地
`点,湧水地′点の 3ケ所であうた (第 2図参照 )。 調査団は故興水利雄 を団長にして,長野県考

古学会会員や信州大学の学生が中心 となって編成された。

当時,八千穂役場に勤務 していた本報告書執筆者の一人佐々木徳治は,こ の発掘に参加 したが,

6日 間の発掘期間中 3日 間も雨に降られ,困難の多い発掘であった。発掘参加者は八郡の高見沢

宅に宿泊 し,夜は学習会 も開催 された。

発掘の成果については,公表されたものがないので,確実ではないが,大略以下のとお りであ

ったという。すなわち,発掘 した各地′点の うち,塩 くれ場地′点は最初道路東側にグリッドを設定

し発掘したが,遺物は何 も出土 しなかった。ついで,道路西側へ発掘位置を移動 させ,こ こにグ

リッドを新設した。新設 したグリッドか らはスクレイパー 3点 と彫器 1点が出土 し,加 えて,表

採でも尖頭器 1点が得 られた。湧水地点は塩 くれ場地
`点

より西へ500m林道沿いに登 った標高

1,740m地′点に位置し, グリッドのす ぐ西側に湧水がある地点である。ここでは,200m離れた地

点で争J片が表採されたが,グ リ ンヽドからは何 も出土 しなかった。 トリデロック地点は湧水地点 と

-1-



第 2図 池の平遺跡およびその周辺

第 1図 池の平遺跡位置図
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塩 くれ場地点の中間に位置す る。この地点の道路山側側壁のローム層中から争J片が発見されたた

め,その位置にグリッドが設定された。出土遺物は争J片 3点,大型石刃 1点,縄文早期の土器片

3点 (茅 山式土器,黒土中から)であった。

3.そ の後の状況
1971年 の発掘終了後,八千穂村教育委員会は,塩 くれ場地

`点
とトリデロック地′点とに発掘調査

の概要にもとずき,遺跡表示板を建立した。

また, この発掘に参加した故郷原保真は他の地域の試料と一諸に,塩 くれ場地′点の“デカパ ミ"

中の黒曜石破片を鈴木正男に送 り,フ ィション・ トラック年代の測定を依頼していたが,そ の結

果が SUZUKI(1973)に よって公表された。それによれば,こ の黒曜石片の年代は,11,600± 450

Y,B,P,お よび13,000± 650Y,B,P,であるという。

執筆者の一人佐々木徳治は,発掘以降,塩 くれ場付近でたびたび表採 した。とくに、道路の法

面に注目し、ここを中心に表採を行った結果、多くの遺物を得ることができた。塩 くれ場地′点よ

り林道沿いに50～ 60m登 った地′点の山側法面では,雨あが りには細かい無数のチップを見ること

ができた。この地`点 は,今回の発掘地′点となった大反地
`点

であるが,発掘以前に多数の尖頭器が

表採されている。

池の平地域では,池の平遺跡だけでなく,かなり広い範で遺物の分布が見られる。第 2図 に示

した駒出池付近や八千穂レイクの盛土部分などからも遺物が多く表採されている。

*SUZUKI(1973)に よれば,採取地点は茅野市のIkenodairaと なっているが,こ れは誤りで,採取者

の故郷原保真は生前この訂正を要望していた。

4。 今回の発掘の経過
今回の発掘の発端には次のような背景がある。すなわち,1971年の発掘終了後,発掘で得られ

た遺物やその研究成果が村内に残されておらず,村の歴史の始源の様子を知 りたいという村民の

要望に答えられずにいるということがある。また,10年間に渡る発掘後の,主として,佐々木徳

治による表採の遺物の考古学的・地質学的検討を行うためにも,実際に発掘を行うて,そ の詳細

を明らかにしなければならない, という実際的な課題もあった。

このような背景の中で,当時信州大学の学生であった角谷邦明は,卒業研究のために八千穂村

の地質調査を行っていたが,池の平遺跡の現状を佐々木から説明されるにおよび,こ の研究に協

力することを約した。その後角谷の紹介によって,中村由克が八ケ岳団体研究グループの協力に

よって,表採遺物の記載を主とした報告書を出版することを示唆した。1975年 のことである。し

かし,こ のときは諸般の事由から,こ の計画は実現しなかった。

1981年 になって,佐々木の指摘をうけた八千穂村文化財調査委員会においても,池の平遺跡の
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尖頭器密集地′点の存在は,村の文化財研究の上でも重要な地`点 であることが認識され,発掘調査

を含む研究の必要性が確認された。佐々木は,発掘を行うとすれば,地元主義に徹した住民参加

のいわゆる「野尻湖方式」が最も良い方法だと考えた。また,少なくとも,発掘された遺物が村

に残 り,住民が自由に観覧できることを願った。

1982年 の夏,八千穂村で地質調査を行っていた執筆者の一人小林雅弘は,佐々木から池の平遺

跡の発掘計画を相談された。前述の経過もあり,小林はこのことを自身の所属する八ケ岳団体研

究グループならびに野尻湖発掘調査団の中南信野尻湖友の会に計 り,‐ 協力を要請した。各団体 と

も, この計画に快諾を与え,地元と協力して発掘を行うことを決定した。このことはす ぐに佐々

木をとおして文化財調査委員会に伝えられ,発掘を翌1983年 に開始すべ く,八千穂村の教育委員

会を中心として準備が進められた。

5.八千穂村池の平遺跡発掘調査団の結成
発掘を進めるに当たって,発掘主催団体は八ケ岳団体研究グループ,中南信野尻湖友の会,八

千穂村の 3団体 とし,調査団の結成にむけて動きだした。発掘調査の立案や運営を検討すべ く,

各団体から運営委員が選出されて,運営委員会が結成された。

第一回運営委員会は1983年 (昭和58年)3月 12日 ,に 八千穂村福祉センターで開催 された。運

営委員の構成は,前述各団体か ら選出された委員からなるが,八千穂村の運営委員として,教育

委員会,文化財調査委員会,史談会の各代表が参加 した。

この会では、発掘への参加よびかけ,運営体制,発掘方法等が細か く討議された。この中で調

査団の名称がきまり,団長に八千穂村教育長の出浦 深が選ばれた。

第二回運営委員会は 6月 6日 に開催され,測量結果や「発掘参加のご案内」,「発掘参加申込書」

などの様式,よ びかけの範囲などについて話し合われた。

第 3回運営委員会は 7月 19日 に開催され,発掘の具体的スケジュールに沿って検討が行われた。

とくに,100名 以上の参加者の宿泊や食事の件で頭をいためた。結局,福祉センター全館 を宿泊所

にして,朝夕の食事は婦人会のみなさんにお願いすることになったが,婦人会のみなさんには,

以後,お盆の期間を含んで大変お世話にならてしまった。

発掘直前の 7月 30日 には,地元の小・中学生の参加希望者のために事前学習会がもたれた。講

師は熊井久雄 と中村由克であった。



Ⅱ。発掘 日誌

1983年 (昭和58年)8月 10日 (水)か ら同月16日 (火)ま での八千穂村池の平遺跡発掘調査の模

様を簡単に振 り返ってみると次のとおりである。なお,こ の期間中,毎朝「池の平タイムス」が

発行され,前 日の成果や解説,当 日の目標やスケジュールなどが掲載されて,参加者全員に配布

された。発掘終了後の毎夜,そ の日のまとめの会が福祉センターで開かれ,「そくほう」にその日

の成果を図入 りで記載して討論が行われた。ここでは,そ れらをもとにして, 日ごとの成果を中

ッら、に述べる。

3月 10日 午後 1時集合,宿合の福祉センターと発掘現場に別れてそれぞれ発掘の準備を行う。

現場ではグリッド割出しの測量や発掘現場への道作 り,テ ントの設営などを行う。夜は結団式を

行ったあとコンパ。

8月 11日 午前 9時からくわ入れ式を行 う。発掘参加者の佐々木宗昭さんが現職の神主なので

式をとりしきってもらう。続いて表土はぎ。午後にわか雨のため発掘作業が一時中断したが,イ ー

22グ リッドで巨礫の層準が決定する,ア ー20グ リッドで多数の遺物が出土するなどの成果が上が

る。とくに,ア ー20グ リッドから出土した尖頭器先端部は以前表採された基部 とぴったり接合す

る。全グリッドで試掘溝掘さく。

8月 12日 当初予想していたより出土層準が多いことがわかった。少なくとも3層準から遺物が

出土する。アニ20グ リッドでは前日にも増して多量の遺物が出土。巨礫の存在する部分からは遺

物の出土しないことが判明。試掘溝が完成して遺物の出土層準がはっきりしてくる。

3月 13日 アー20グ リッドで尖頭器 3点,イ ー18グ リッドで尖頭器 2点,ス クレイパー 1′点,石

核 1,点 など出土。出土層準の相異による尖頭器の形態の変異が問題になる。アー20グ リッド,イ ー

20グ リッド,イ ー21グ リッドを中心 とする遺物密集区とイー18グ リッド,ア ー18グ リッドを中心と

する遺物密集区があることが判明。

3月 14日 巨礫の分布と遺物密集区との関係から,古地理的に尾根状になった部分より少し低い

ところに
`点

々と密集区が分布することがわかった。このことはこの遺跡の性格上重要なことであ

ると,こ の日参加した麻生 優さんより示唆される。
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8月 15日 午前中発掘。午後から埋め もどし。遺物密集区では相変わらず多量の遺物が出土。ほ

とんど尖頭器 とその整作過程のチップ。この道跡の性格にも関連するが,全日程 を通 じて尖頭器

が圧倒的に多い。 しかも,ほ とんど未完成ないし破損品である。アー20グ リッド,イ ー20グ リッ

ド,ア ー18グ リッド,イ ー18グ リッドは完掘できず,来年再発掘することをきめる。台風の雨の

中で埋め もどしに手まどる。

3月 16日 午前中埋め もどしと宿合の片づけ。午後解散。台風のさ中の埋め もどしで予定より遅

れたが,事故 もなく発掘を終了する。

Ⅲ`地形・地質

1。 地 形
a.発 掘 地 周辺 の地 形

八千穂村池ノ平遺跡周辺の地形図は第 2図 に示 したとお りである。この付近の地形を大きく区

分すると, i)北八ケ岳山稜部, 五)2,100m高 原面,面 )開析山麓緩斜面,市)池の平熔岩分布

域,に 区分される。

i)北八ケ岳山稜部は蓼科山 (2,350m)か ら茶臼山 (2,360m)に 至る稜線部分で,高山帯であ

る。急峻な山腹をもついくつかの独立した峰を形成 し,原生林 と一部の露岩地帯 とからなる。後

述するとおり,こ れらの峰は,後期更新世の火山活動による熔岩円頂丘である。

ii)2′ 100m高原面は,上述熔岩円頂丘の基部をなす高原状の平坦面で,麦草峠や雨池などの付

近に広 く発達する。草原や森林に被われているが,ガ 規ヽ模な湿地や池が多く存在 している。これ

らの凹地のうち,雨池などは明らかに爆裂火回の形態をもち,後述する後期更新世の最末期の火

山活動に由来するものである。

面)解析山麓緩斜面はこの地域の大半を占める地形であり,前期更新世の北八ケ岳火山の山麓緩

斜面が深 く解析された地域である。発掘地の北側では,大石川の支流八柱沢などが,北東～西南

方向の深い谷を刻んでいる。この地域の大半は深い森林 となっているが,尾根す じなどの比較的

平坦な部分は別荘地などの開発が進められている。

市)池の平熔岩分布域は地形図でも明らかなとお り,前述の解析山麓緩斜面よりはるかに平坦な

地形面を形成 している。しかし,さ らに くわしくみると,平坦な部分 と比較的急な部分 とがあり,

熔岩流の flow―unitご とにい くつかの面に区分することができる。発掘地点に分布す る大反熔岩

の分布下限は八千穂レイクの西側 までである。

-6-



b.発 掘 地 の微 地 形

発掘地大反地点の地形を第 3図 に示す。この地
`点

は前述の池の平熔岩分布域の中にあり,その

東西に延びた分布域の比較的上方に位置す る。此の付近では熔岩分布の巾は約800m程であるが ,

発掘地点は,ほ そゞの中央部にあたる。この付近での平均傾斜は17/100で あ り,約 8° である。

発掘地は,平坦ではあるが,わずかに凹凸があ り,ほ 北ゞ東～南西に作 られた道路に対 して,

山側道路側壁が高 くなったり,低 くなったりする。グリッドを設定 した地点は,そ の道路側壁が

一段 と高 くなった所 を中心にしている。アー20グ リッド付近での道路面から側壁上面 までの高さ

は約 4mでぁる。

発掘地から道路に沿って北東へ約70mの地点には浅い谷があ り,道路を横切っている。ここか

らさらに50m先に塩 くれ場地′点がある。また,道路に沿って南西へ約60mの地
`点

にも浅い谷があ

り,一部は湿地を形成 している。

発掘地はカラマツの疎林に′点々 と自樺が生ぇている林で,地表には安山岩の巨礫が頭を出して

いる部分 もある。発掘地の景観については巻末の写真を参照されたい。

2。 発掘地周辺の地質

a.八 ケ 岳 火 山の地 質概 要

八ケ岳火山は、南北

21k mに わたって標高

2,000mを こえる火 山

が,東西 2重の弧をえ

が く火山列である。こ

の火山列はその地形お

よび構成地質から南:

中,北八ケ岳に三分さ

れる。それぞれの境界

は南から夏沢峠 と麦草

峠 (大石峠)である。

河内 (1961)に よれ

ば,八ケ岳火山の活動

は, まず北八ケ岳で始

まり,その後東列に沿

って中八ケ岳,南八ケ

30m

(コ ンターは I-0を Omと した相対高度 )

第 3図  発掘地の地形 とグリッ ド配置図
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岳へ と活動の中心 を移 し,さ らに,西列に沿って再び北八ケ岳へ移 り活動を終息、したとされてい

る。 したがって,北八ケ岳は,新 。旧 2回の火山活動が重複 している場所 といえる。

この火山山麓には,火山活動に伴って湖盆が形成され,こ こに膨大な火山噴出物 とこれらを挟

在する湖成層が堆積している。これらの地層は八ケ岳団体研究グループ (1982)に よって詳細な研

究がなされ,第 1表に示すような層序区分がなされている。すなわち,風成ローム層は 2つの不

整合によって大きく3分される。ローム層区分は下位より八千穂ローム層,広瀬ローム層,佐久

口Tム層である。火山灰層位学の手法によって山麓の堆積物 も区分 され,八千穂ローム層を挟在

する水成層は八千穂層群 と松井 くされ礫層に,広瀬ローム層を挟在する水成層は南佐久層群 と市

場層に区分されている。佐久ローム層を挟在する水成層は主 として段丘構成層であ り,段丘区分

によって層序の基礎が立てられている。

また,こ れらの水成層は,化石や放射年代の測定によって年代が推定され,第 1表に示す とお

り,松井 くされ礫層以下の各層は前期更新世に形成された地層,南佐久層群 と市場層は中部更新

統に比定されている。

さらに,八ケ岳団体研究グループ (1982)に よれば,山麓に形成された湖盆は,前述の火山活

動の中心の移動に伴って変遷 したという。すなわち,火山活動の中心が北八ケ岳にあった前期更

新世には,その山麓に当る北麓や東北麓に堆積盆が形成され,中期更新世には,火山活動の中心

が南へ移動するとともに,堆積盆も東麓か ら南東麓へ と移動 している。後期更新世に火山活動の

中心が再び北八ケ岳にもどると同時に,湖盆も北八ケ岳の西麓に移っている。このように,湖盆

の変遷は火山活動と密接な関係にあることが知られている。

b.八 千穂村の地質

発掘地を含む八千穂村に発達する第四系の層序は第 1表の北東麓地域 (北八ケ岳サブ・グルー

プ,1980)に示すとおりである。これらの地層の分布は第 4図に示したが,それらの各層につい

て以下に概説する。

八千穂層群 は不整合により5累層に区分されているが,本地域にはそのうち中部累層以上が分

布する。中部累層は岩相から2部層に区分される。下部部層は主として火山角礫岩層や降下スコ

リア層より成 り,上部部層は下位よリスコリア流堆積物,降下スコリア層,軽石層より成る。上

部累層は主として角閃石安山岩質の泥流堆積物や降下スコリア層からなる。発掘地北方の大石川

支流八柱沢や湯沢の標高1,500m付近には,後述の最上部累層の下位に角閃石安山岩熔岩が分布す

る。この熔岩は上部累層との直接の関係は見られないが,上部累層に含まれるものと考えられて

いる。最上部累層は,本地域において最も広い分布を示す地層であり,岩相や不整合などによっ

て 4部層に区分されている。主として降下スコリア層や火山角礫岩層,砂礫層,熔岩などからな

る。最上部累層の堆積環境の大きな特徴は,標高1,100mを 境にして,そ れより低いところでは

水成相を示し,高いところでは風成ないし陸上堆積相を示すことである。

八千穂層群は前期更新世の北八ケ岳火山の活動に由来する地層であり,本地域の主要地形であ
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る開析山麓緩斜面を構成する。また,麦草峠や雨池がある2,100m高原面にも点々と露出すること

から,こ の面の原面は,八千穂層群の開析をまぬがれた緩斜面である可能性がある。

松井くされ礫層は,標高1,140～ 990mの平坦面 (松井面)を形成する扇状地性の礫層であり,

主として風化の進んだ安山岩礫などからなる。

大窪層 は,八千穂村大窪周辺にのみ発達する段丘礫層,軽石層、泥流堆積物などよりなる一連

の地層であり,比高60～ 80mの段丘面 (大窪面)を 形成している。本層中に挟在する火山灰層を

鍵層として,本層は南佐久層群中の最下部累層に対比される。

上部更新統 は,千曲川沿いに発達する段丘礫層や後期更新世の北八ケ岳火山活動に由来する噴

出物などからなる。それらは,下位より穂積礫層 (八ケ岳団体研究グループ,1976),八郡礫層 (新
**

海,1973),畑 八礫層13(八木,1928),海の口泥流 (八ケ岳団体研究グループ,1976),池の平熔岩

(稲垣,1972)を 含む新期熔岩類および佐久ロニム層 (八ケ岳団体研究グループ,1976)である。新

期熔岩類は,後期更新世の北八ケ岳の熔岩円頂丘の形成に係わる熔岩類であり,北八ケ岳の山稜

部と熔岩流面を形成している。池の平熔岩は,含かんらん石複輝石安山岩熔岩で,10数層のflow

一Unitか らなり,発掘地
`点

に分布する大反熔岩もそのうちの一層である。これらの熔岩流の噴出

源はいずれも茶臼山付近である:

*フ イール ドネーム “Bl～ 3"と よばれる中部地方における広域火山灰層で,年代は約40万年前 とされ

ている。

**河内 (1961)は 本熔岩を池の平泥流 としている。河内 (1974)は 同じものを池の平牧場熔岩 としてい

るので稲垣 (1972)に 従った。
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C.佐 久 ローム層

八千穂村池の平遺跡の遺物包含層は佐久ローム層である。したがって,こ の頃では,こ の佐久

ローム層についてすこし詳しく記述する。佐久ローム層は岩相上の差異と段丘との関係から4区

分されている(八ケ岳団体研究グループ,1976)。 すなわち,下位から下部佐久ローム層,中部佐

久ローム層,上部佐久ローム層である。下部佐久ローム層は鍵層 “オレンジパ ミス"(飯島ほか,

1968)(以 下 “
 "内

に示す鍵層名はフィール ド・ネームで示す)や Pm-1(小 林 ,1961)を挟在

するローム層で比高70～ 100mの大原面を不整合に被い,比高40～ 65mの秋山段丘の段丘礫層中に

挟在 (一部整合で段丘礫層を被う)す る。中部佐久ローム層は褐色のローム層からなり,比高20～ 35

mの馬場平段丘の段丘礫層中から段丘面上に整合に挟在される。上部佐久ローム層は,鍵層 “ア

オスコ"や “デカパ ミ"を 含むローム層で,比高25mの段丘に整合に重なる。

八千穂村池の平遺跡の遺物包含層は上部佐久ローム層であり,本層中の“デカパ ミ"のフィショ

ン・トラック年代が13,000± 650年前であることは経過の項で述べた。なお,“デカパ ミ"の噴出

源にういては,そのアイソ・パ レヽク・マップの作成によつて,横岳の東斜面雨池付近であること

が稲垣 (1972)に よって明らかにされている。

上部佐久ローム層の最上部は下部に比較して固結度の低いローム層からなり “ソフトローム"

ともよばれる。このソフ トローム層の上位には黒色火山灰層が不整合で覆う。黒色火山灰層は完

新統の火山灰層である。

PI戦舞

デ
"・

パミ段丘

y7f o-aEtp
o+auaflrt

鞣駄 t

霧在Tう籠ユ

はんらん環 曖二

第 5図  ノッチと段丘の対比 (八 ヶ岳団体研究グループ,1978)

*。 関 (1981)と 小林 (1983)に よれば,佐久ローム層の下位にも上部更新統のロームがあり,最下部佐

久ローム層と命名している。
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“ソフ トローム"の年代は直接には測定されていな

いが,八ケ岳団体研究グループ (1978)に よれば,千

曲川支流の北相木川沿いに発達する段丘 とノッチ,火

山灰層,人類遺跡の年代などか ら次のように推定され

ている。すなわち,北相木川沿いに発達するノッチ群

は,同 じ北相木川沿いに発達する段丘群 とそれぞれ対

応し,その関係は第 5図・第 6図 のとお りである。

この図から “ソフ トローム"の形成年代は約11,500

年前 と推定される。すなわち,“デカパ ミ"の年代 と栃

原岩陰遺跡の形成年代 とか ら,其の中間にあたるソフ

トローム段丘の年代 を推定 したものである。

40m

0       1       2Xlび 年

第 6図  ノッチ と段丘の比高か ら推

定される北相木川の下刻曲線

(八 ヶ岳団体研究グループ,1978)

ソフトロームの年代は, このローム層が整合

にのる18m段丘 の形成年代をこの図から引くと,

約11,500年前と推定される。

3.発掘地の層序
a.層序 の概要 と対比 0年代

発掘地は,熔岩上に厚さ約 2mの ローム層が堆積 しており,こ のローム層中より遺物が多数出

土した。ローム層は,不整合により2層準に分けられる。 (第 2表参照)

不整合より下位のローム層は,比較的固結のよい黄褐色～黄灰褐色ローム層であり,普通輝石・

しそ輝石・角閃石などを含んでいる。本ローム層は, 4層の単層より構成され,下位より “レン

ガローム"“青スコローム"“デカパ ミローム"“黄モヤ"と いうフィール ドネームがつけられてい

る。とくに,“デカパ ミローム"中 には含角閃石淡澄色軽石および黒曜岩片が含まれている。この

軽石 。黒曜岩片は,前述の佐久ローム層中の黒曜岩片を伴う淡澄色含角閃石軽石層 “デカパ ミ"

(前出)に由来するものと思われる。すなわち,“デカパ ミローム"は “デカパ ミ"降下に相前後

して堆積 し,こ のことからその年代は約13,000年 前と推定される。

不整合より上位のローム層は,固結のわるい明黄灰色ローム層であり “ソフトローム"と いう

フィール ドネームがつけられている。本ローム層は,黒色火山灰層に不整合におおわれる。

次にこれらのローム層と佐久ローム層の対比について述べる。不整合より下位のローム層は,

“デカパ ミロニム"が “デカパ ミ"に ほぼ対比されることから上部佐久ローム層上半部に対比され

る。不整合より上位のローム層すなわち “ソフトローム"は,岩相上の類似および “デカパ ミロ

ーム"を不整合におおい黒色火山灰層に不整合におおわれることから,最上部佐久ローム層に対

比されその年代は約11,500年前である。

0

20

0

0
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ローム層を不整合におおう黒色火山灰層は,黒褐色か

ら黒灰色の土壌化した火山灰層である。本層は, 3つの

単層より構成され,下位より“黒モヤ"“黒ボク"“黒土"

というフィールドネームがつけられている。

第 2表 発掘地 (大反地′点)の層序表

層序区分 地層名 厚

ｍ，
年  代

黒

色

火

山

灰

層

υ
～
”

黒褐色の火山灰層

(RT)

lll物 片を含む黒色の火山

灰層

茫
１０

～

４０

礫を多く含む黒灰色の火

山灰層

久

層

黄褐色

軟質ローム層

固結のわるいローム層

上半部には風化帯が形成

明責灰色

ローム層
黄  モ  ヤ

０

～

“

やや土壌化したローム層

明黄褐色

ローム層

０

～

７０

黄灰色軽石及び黒曜岩片

を多く含むローム層

径20cm前 後の礫を含む

▲

|ヽ O
▲

黄褐色
ローム層

青スコローム

青灰～緑灰色の火山岩片

を多く含むローム層

暗青灰色fll粒 火山灰層

(青 ハイ)を 挟在する

明褐色

ローム層

細粒の岩片を多く含む砂

質ローム層

∨ V∨
∨ ∨ ∨

大 反 烙 岩
５０

＋

含かんらん石複輝石安山

岩熔岩

第 7図 試掘溝東側壁スケッチ

イー17グ リッドからイー23グ リッドに

かけての東側 (ア列側)の側壁のスケッ

チ。几夕1は 層序表に同じ。各杭の間隔は

3m。 杭から向って右側がその杭で表示

されるグリッド。アー17と アー18の間が

イー17グ リッドの東側の壁。
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b.地 質各説

次に各地層を下位より記載する。

大反熔岩 ;発掘地周辺のなだらかな斜面を形成している含かんらん石複輝石安山岩熔岩である。

表面が赤色化している部分がある。本熔岩は,現在の縞枯山・茶臼山付近より流下してきたもの

と推定される。

明褐色ローム層“レンガローム":表面の凹凸がはげしい大反熔岩の凹地部分に堆積している。本ロ

ーム層は,層厚約15cmで砂質のローム層であり、 大反熔岩から由来する細粒の岩片を多く含む。

黄褐色ローム層 “青スコローム";“ レンガローム"の上位に重なるやや固結のよい黄褐色ローム層

である。層厚は約45cmで,径 l cm前後の青灰から緑灰色火山岩片を多く含む。“レンガローム"の

分布がせまい範囲に限られているため, 多くの地′点で直接大反熔岩をおおっている。また本層中

には,暗青灰色粗粒火山灰層 “青ハイ"が挟在されている。

明黄褐色ローム層“デカパミローム":“青スコローム"を 非整合におおう明黄褐色ローム層である。

“青スコローム"と の境界はかなり起伏にとんでいる。本層中には,径 1～ 2 cmの 含角閃石淡澄色

軽石および径 l cm前 後の黒曜岩片を多く含む。また下位の大反熔岩の礫 (径 5～ 20cm)や軟化し

た安山岩礫などを含んでいて,ややかく乱された様相を呈している。このことは,本層が斜面上

で小規模な二次堆積をくり返しながら堆積したものと推定される。

暗黄灰色ローム層 “黄モヤ": “デカパ ミローム"を おおうやや土壌化したローム層である。“デカ

パ ミローム"と の境界は起伏にとんでお り,層厚も0～ 20cmと 変化がはげしい。

黄褐色軟質ローム層 “ソフトローム":“黄モヤ"以下のローム層を不整合におおう固結のわるいロ

ーム層である。分布は,発掘地の道路側 (谷側・ア列のグリット)に限られている。層厚は数～10

数cmと 変化する。上半部に風化帯が形成されている。

黒色火山灰層 :“ ソフトローム"を不整合におおう黒色火山灰層は,岩相の差異によりI～ Ⅲに区

分され,下位より“黒モヤ"“黒ボク"“黒土"と いうフィール ドネームがつけられている。“黒モ

ヤ"は,黒灰色火山灰層であり軟化した安山岩礫や赤色岩片を多く含み,ま た下位のローム層を

「ブロック状」にとり込むなど,かなりか く乱された様相を呈している。本層の直上には径 lm前

後の含かんらん石複輝石安山岩の巨礫が含まれている。“黒ボク"は ,植物片を含む黒色火山灰層

である。“黒土"は ,黒褐色火山灰層で表土に直接おおわれている。

C.発掘地の地質構造

発掘地は第 3図 に示したようなグリッド配置をなしているが,地形の項で述べたとおり,中央

部付近に高まりのある道路上の林地内にある。ここの地′点では,大反熔岩が凹凸のはげしい原地

形を作っており,その凹地を埋めるようにして上部佐久ローム層と黒色火山灰層,表土が被覆し

ている。その様子は第 7図に示したとおりである。第 7図 は,ほぼ道路と平行な地質断面になっ

ている。

大反熔岩の作る高まりは,イ ー22グ リッドの山側からイー17グ リッドの方向へ延びており,イ ー
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22グ リッド西側やイー17グ リッドでは,熔岩が直接地表に露出している部分もある。これらの熔

岩露出地から道路側へは,ロ ーム層が次第に厚 くなり,イ ー21グ リッドでは1.5m以上に達する。

これらのローム層中には,山側の熔岩の尾根状の高まりから崩落したと推定される巨礫が挟在さ

れる。

巨礫を挟在する層準は 2層準あり,下位より“デカパ ミローム"と “黒モヤ"層準である。“デ

カパ ミローム"の 中では,と くに,下底部と上部に多く,礫径は20cm程度のものが多い。“黒モヤ"

層中のものは, “黒モヤ"直上にのるものが多く,礫径は lmを越えるものもあり,下位の層準

より大きいものが多い。

巨礫の平面的分布には,2つの特徴があり,そ のうちのひとつは,1日石器遺物を産する地
`点 (ユ

ニット)に は分布しないということである。また,第 2に は,大反熔岩の突出した尾根状の高ま

りの軸からはずれた斜面上にも分布 しないということである。

これらのことから,巨礫の形成は,“デカパ ミローム"堆積時および “黒モヤ"堆積直後の 2回

に渡って,尾根を作っていた大反熔岩が崩落したことによると推定された。

4.上部および最上部佐久ローム層の重鉱物組成

発掘期間中に,遺物包含層である上部および最上部佐久ローム層について,層序を確認し,模

式地との正確な対比を行う目的で,ロ ーム層の柱状サンプリングを行ない,重鉱物組成の分析を

行った。

サンプリングは,約 5 cm間隔でローム層を柱状に切 りとり,イ ー17,19,21グ リッドの壁面よ

り,計80サ ンプルの試料を得た。分析にあたっては,1/8～ 1/16mmの 粒度で分離した重鉱物のみ

をカナダバルサムで封入してプレパラー トを作製し,偏光顕微鏡下で約200粒鑑定し,粒子数パ

ーセントで表示した。 (第 8図 )

a.各層の砂粒組成の特徴

“レンガローム"Opaq>opx>cpx>(ho)

不透明鉱物の含有量が多い。角閃石はほとんど含まれない。

“青スコローム"Opx>Opag>cpx>ho>(bi)

輝石類の含有量が多く,全体の約80%を 占める。単斜輝石の含有量比が比較的大 きいのが特徴で

ある。角閃石 を約 2%含有する。

“デカパ ミローム''Opx≧ Opaq>opx>hO>(zr)

単斜輝石が “青スコローム"よ り約10%少ない。これ以外は良 く似ているが,上部 と下部にジル

コンを約0,5～ 1%含む層準がある。さらに中部にはかんらん石 を含有する層準がみられる。

“黄モ‐ヤ"Opx>opaq>cpx>hO
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“デカパ ミローム"に 比べて,不透明鉱物の含有量が10～ 15%少ない以外はきわめて良 く似てい

る。

“ソフトローム"Opx=opaq>cpx>ho>(ol)

“デカパ ミロニム"に 類似する組成を示すが,上部にかんらん石 を含有する層準がある。

“黒モヤ"Opx opaq>cpx>hO>(bi)

“黄モヤローム"よ り不透明鉱物の含有量が少ない。火山ガラスを含む。

“黒ボク"opx≧ opaq>cpx>ho>(bi)

“黄モヤ"と ほぼ同一の組成を示す。“黒ボク"I,Hの 区別はつけられない。

“黒土"Opx=opaq≧ cpx>ho>(bi)

“デカパ ミローム"以上の層準で最 も単斜輝石の量比が大きい。黒色岩片が卓越 している。

b.重 鉱物組成の特性 に もとず く帯 区分

重鉱物組成比および組成変化にもとづ き,ロ ニム層の帯区分を試みた。検討は主として 2ケ所

以上の資料のあるものについて行われ,第 8図に示される結果を得た。

Di一 I帯 :角 閃石,単斜輝石の “デカパ ミローム"の 中の最も下のピークを含み,下位のジル

コン含有層準の上限を境界とした。

Di一 Ⅱ帯 :角 閃石,単斜輝石の第 2の ピークをなし,斜方輝石の量比の最も高い層準であり,

かんらん石含有層準をもって上限とした。ジルコンは含まれない。

Di― Ⅲ帯 :角 閃石,単斜輝石の第 3の ピークを含む,“デカパ ミロニム"上限までの層準である。

Ym  帯 : “黄モヤ"に相当する。

Sl  帯 : “ソフトローム"に相当する。

Bm  帯 : “黒モヤ"に相当する。

Kbi I帯 : “黒ボク"の最下部で,単斜輝石の含有量が多い層準をさす。

Kbi Ⅱ帯 :Kbi I帯以上で“黒ボク"の上限までの層準であり,単斜輝石が著しく少ない層準。

Bs  帯 : “黒土"に相当する。

なお,“青スコローム"に ついては 3回にわたる組成の定向変化がみられ,こ の境界をもってAi一

I～ Ⅲ帯に区分した。なお,“黄モヤ"以下の層準の帯区分は層序区分 と一部を除き良く一致して

おり,層序区分のうらづけとなる。

C.対 比

佐久ローム層の模式地である八那池地域 と重鉱物組成による対比を行った。八那池地域の重鉱

物組成を第 9図 に示す。両地域で,ジ ルコンの出現する層準を対比し,八那池についてこの上下

に分帯を行うと第 9図のようになる。この分帯にもとづき対比を行 うと,Di一 I～ Ⅲ帯は Dy― I

～Ⅲ帯に,Ai一 I～ Ⅲ帯は Ay一 I～ Ⅲ帯にそれぞれ対比される。鍵層としてのデカパ ミはDi一
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第 8図  大反地点の重鉱物組成 (木村原図 )

〈几夕1〉 Bi:黒 雲母,HO:角 閃石,Cm:ヵ ミングトン角閃石, OX:酸化

角閃石,Opx:斜 方輝石,Cpx:単斜輝石,Fe01:鉄の多いカンラン石 ,

Mg01:マ グネシウムの多いカンラン石,Zr:ジ ルコン,Ap:燐 灰石 ,

Opag:不 透明鉱物

柱状図の几例は,第 2表に同 じ。

第 9図  八那地点の重鉱物組成 (木村原図 )

凡夕1は ,第 8図大反地点の重鉱物組成に同じ
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Ⅱ帯の下半部に,青スコはAi一Ⅲ帯にほぼ対比されると考えられる。しかし:本地域でみられる

Di一 Ⅱ帯のかんらん石層準や,Di一 Ⅲ帯のジルコンは,八那池では確認されず,対比の厳密な

決め手に欠ける結果となっており,模式地での精度の高い分析が求められる。

d.考 察

八那池との対比の結果からみると,Di― I帯に属する発掘地の最下位の遺物包含層は,塩 くれ

場地点のデカパ ミ層準より下位であり,本遺跡の現時点での最も古い遺跡であると考えられる。

また,今回分析した 3本の柱状試料の結果は,それぞれきわめて良く似た組成変化を示し,帯

区分 も可能であることからみて,遺物包含層は, 2次堆積的な “まざりもの"ではなく,火 山灰

の順次の降灰堆積によつて形成された地層であることを支持している。ゆえに,こ れに包含され

る遺物も,現地性である可能性が高い。

しかし,“黒ボク"I,Ⅱ とKb一 I,Ⅱのように帯区分 と層序区分の一致しない部分も残され

ており,単層単位の厳密な対比などについては,今後に残された課題である。とくに,“デカパ ミ

ローム層"と “デカパ ミ"の関係については,よ り詳細な検討が必要であり,塩 くれ場地′点の遺

跡との関係も,こ のことが解決しないと,対比が完成しない。

Ⅳ.遺跡 :遺物の概要

1。 遺跡の概要
池ノ平遺跡は,長野県東部,八ケ岳茶自山山腹,標高1,650mに 位置する。発掘地′点は,茶臼山

付近から大石川に沿って東に流出したと思われる熔岩 (大反熔岩)が,約 l kmの 幅で形成する緩

斜面の尾根筋中央に位置す る。この緩斜面上には,塩 くれ場地′貞・ トリデロック地′点,発掘地か

ら約350m下 方の駒出池付近 をはじめ,旧石器時代の遺跡が多数存在する。さらに,今回の発掘調

査中,発掘地の約900m上流側からも旧石器遺物が表採されている。

この緩斜面は,後期更新世のローム層に覆われている。遺物はこのローム層中の “デカパ ミロ

ーム層"と “ソフ トローム"中 より出土 している。また,発掘地′点には二次堆積による大反熔岩

の巨礫が含まれる。この礫は “デカパ ミローム層"と “黒モヤ"の 中に限られ, この巨礫の分布

する地域からは遺物は出土 していない。

2。 遺物の出土層準と分布について
遺物の出土層準は 6層準認められている。下位より “デカパ ミローム層"I・ Ⅱ・Ⅲ,“黄モ

ヤ",“ ソフトローム",“黒モヤ"の順である。また,遺物はイー18グ リッド及びアー20グ リッド

を中心とする区域に集中し, 2つのユニットを形成している。



イー18グ リッドを中心 とするユニットでは,遺物は “デ

カパ ミローム層"中のみ出土 し,特に “デヵパ ミローム層"

Ⅱに集中する。主な石器は,尖頭器 5′点・スクレイパー 1

点・尖頭器未成品 5′点である。

アー20グ リッドを中心 とするユニットでは,遺物は各層

準にまたがっているが,なかでも “デカパ ミローム層"Ⅲ

か ら “ソフ トローム"下部に集中する。尖頭器 9点・スク

レイパー 1′点・石核 3点 が主な遺物である。

第3表 層準別出土遺物′点数

ポイント
スクレイ

コ   ア フレイク スポール
卜

品
を
成

ポ

未

合

計

そ の 他 3

黒  モ ヤ 2 1 5

ノフトローム 6 4 1

黄 モ ヤ 1 1

デカパ ミHI 1 1 3

1 7

2

計 1 9 1

第 4表 グリット別出土遺物点数

グリット名 出土遺物 重 要 品

ア ー 15

ア ー 16

ア ー 17 1

ア ー 18

ア ー 19

ア ー 20 1308

ア ー 21

ア ー 22

イ ー 17

イ ー 18

イ ー 19

イ ー 20

イ ー 21 2

イ ー 22

グリット外

計 1922

第 5表 主な出土遺物

図
号

実
番

図版
番号

名 税: 番 号 地 層 名
深 さ

(cm)
材  質 大 き さ(cm) 備 考

1 尖  頭  器 ア‐20,H‐ 2 層 準 不 明 黒曜石 3.2× 2.3× 06

83TAK‐ 45

83GOM-1 4.8× 3.3× 11

アー20,g-194 里
（

モ ヤ 7.7× 2.9× 0.8 接 合

ア‐20,H‐ 1 層 準 不 明 7.7× 2.9× 0.8

アー20,g‐ 191 里
¨

モ ヤ 208 3.2× 3.0× 0.8

7 スクレイパー ア‐20,g-149 3.2× 3.OxO.8

尖  頭  器 ア‐20,g‐ H ソ フ ト ロ ー ム 225

ア‐20,g‐ 2 8.7× 3.2× 0.9 接 合

821K‐30 層 準 不 明 接 合

ア‐20,g-3 ソ フ ト ロ ー ム 238 8.8× 4.1× 1.1 接 合

821K‐29 層 準 不 明 接 合

9 アー20,g‐ 1 ソ フ ト ロ ー ム 232

アー20,g-129 デカパ ミロームⅢ

アー18,g‐ 15 デカパ ミロームH 4.9× 1.8× 1.1

尖頭器未成品 ィ‐18,g‐ 6 接 合

ィ‐18, g-5 接 合

スクレイパー ィ‐18, g-36

尖 頭 器 ィ‐18,g‐ 32 デカパ ミローム I 292 4.4× 2.2× 0.9

ィ‐18, g‐ 55
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第10図 (1)層準別出土遺物分布図



デカパ ミロームⅢ

22

デカパ ミロームⅢ

層準別出土遺物分布図
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Ve出土遺物

出土 した遺物は総数1,922点 で,尖頭器 18`点・スクレイパー 2点・石核 3点・削片 1′点・尖頭器

未成品 8点,他に争J片・砕片が多数出土 している。すべてがほぼ同質の黒曜石製であり,その石

質が気泡が多く透明度の悪いものであることから,上流の麦草峠産のものと思われる。

以下,下位の層準からその概要を述べ る。 (第 11図 )

“デカパミローム層"I

尖頭器 2点 と剥片などが出土 した。尖頭器は 2点 とも破損してお り,長さは不明だが細身で比較

的厚いものである (19,20)。

“デカパミローム層"Ⅱ

尖頭器 2点・スクレイパー 1`点・尖頭器未成品 7点 などが出土 した。尖頭器は比較的小形で細身

だが,片面が平坦なのに比べ, もう一面が山形で厚みを帯びているもの (15)と ,調整加工があ

まり施されていないやや薄手の ものの基部がある。スクレイパーは縦長争J片の側縁に刃部加工が

なされている。尖頭器未成品としたものは,長さ12cm程 の大形のものが多く,粗い両面加工が施

されているが,一側縁は比較的細かい調整加工が施されている (18)。

“デカパミローム層"ⅡI

尖頭器 1`点 ・石核 1′点・尖頭器未成品などが出土 した。

尖頭器の石材は今回出土 した遺物の中では最 も透明度が高 く,小形で厚手である。両面にもと

の剥片の争J離面が残ってお り:調整加工 も比較的粗 く,片面はやや内側に湾曲している。 もう一

方の面は山形に厚みを帯びている (14)。 形態は “デカパ ミローム層"Ⅱ の尖頭器 (15)に 近いも

のである。

“黄モヤ"

尖頭器 1`点 などが出土 している。この尖頭器は基部のみの欠損品で,石質が非常に悪 く調整加工

は雑である。

“ソフトローム"

尖頭器 6点・削片 1点 などが出土 している。いずれも両面に細か く加工が施され,薄手で形が整

っている。細身のもので先端の鋭いもの (9・ 10),幅広で先端が丸みを帯びているもの (11・ 12,13)

などがある。

“黒モヤ"

尖頭器 2点・スクレイパー 1`点 。石核 2点 などが出土した。尖頭器の 1点は同グリッド内出土の

破損品 2′点が接合 したもので,中形で薄手のものである (4・ 5)。 もう 1′点は同様に細かい加工

によるが,やや幅広のものの欠損品である(6)。 スクレイパーは剥片の末端にわずかに加工が施
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されたものである (7)。

層準不明

今回の発掘で出土層準を確認できなかったもの,表採資料及び拾土中よりふるい分けで出土 し

たもので,詳細な出土地点を決定できなかったものを下括 した。この中に尖頭器 4点 などがあり,

ほとんどがアー20グ lリ ッドの“ソフ トローム"下部の尖頭器の密集す る層準の ものと考えられる。こ

のうち尖頭器 1′点は,以前佐々木らによって表採されたものと接合する。薄手で精巧なもの (1)

のほか,片面加工 (3)の ものもみられる。
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Ⅵ.池ノ平遺跡大反地点出土の尖頭器について

今回,大反地′点で出土 した尖頭器石器群は大きくわけて 2群にわけられると考えられる。

1群は “デカパ ミローム層"の I～ Ⅲに出土するものである。尖頭器は概 して長さ 4～ 5 cm,

幅 2 cm程度の小形のものが多い。断面が片面には り出した三角形に近いものもみられる。また,

尖頭器未成品とした大形の石器が伴 う。これはスクレイパー としての機能をもったものという可

能性が考えられる。

他の 1群は “ソフ トローム"と “黒モヤ"に 出土するものである。尖頭器は長さ 8～ 9 cm,幅

3～ 4 cm程度の中形で比較的薄いものが多い。両面に緻密で細かい加工が加えられている。この

中には,器形が幅広のものと,そ れより若千細かいものが含まれている。“ソフ トローム"は 谷側

の限られた場所にのみ分布する地層で,山側では尖減 している。“ソフ トローム"中の生活面は,

山側にいくと “黒モヤ"下底に追跡されるため,“ 黒モヤ"か ら出土 したものは “ソフ トローム"

出土のものと同一層準のものと考えられる。

これら 2つの石器群は,尖頭器の技術・形態からみて相異なるものである。下位層のものは,

粗い加工技術で細身の厚い尖頭器で代表され,上位層のものは精巧で薄手の尖頭器で代表される。

地質学的にみて,下位層準が約13,000年 前,上位層準が約11,500年 前 と推定されることか らも,

両石器群の形態差は意味があるものと考えられる。

Ⅶ.遺跡の立地・性格について

池の平遺跡は,八ケ岳山麓にあり標高1,650mと ぃう高所の遺跡である。今回発掘 した大反地点

は,茶臼山山頂から続 く緩斜面の尾根部付近に位置する。この緩斜面は大反熔岩によつて作 られ,

山中にあっては比較的開けた斜面である。

ニケ所の直径 5m程の石器のユニットは,ち ょうどこの斜面の方向に直交 して分布する。 しか

も,遺物の出土 しないグリッドには熔岩の巨礫があり,遺物は巨礫のないなだらかな斜面に集中

している。

また,付近の遺跡分布調査により,頂上よりの林道沿いに新たに 2ケ所,遺跡が発見された。

したがって,塩 くれ場・ トリデロック・八千穂レイク・駒出池 とあわせて 7ケ所の遺跡が確認さ

れたことになる。これらの遺跡は大反地`点 と同様,熔岩によって形成されたなだらかな丘陵上に

位置する。

このような高所での旧石器時代の生活の必然性について以下に考察する。
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まず,第一に,こ の熔岩流によつて作られた比較的なだらかな開けた斜面とカモシカなど当時

の動物の獣道にあたっていた可能性があることである。そのことから,こ の地域がそれらを狩 り

していた旧石器時代人の重要な狩 り場であったとも考えられる。

第二に,池の平遺跡から出土する石器は全て黒曜石で,かつ,石質からみて大石川源流の麦草

峠産のものと考えられる。したがって,本遺跡が黒曜石の原産地に近 く,石器製作が容易にでき

たことも,こ こを生活の場 とした人々の重要な条件のひとつであったろう。

さらに,池の平は,遺跡の多い諏訪側から千曲川方面にぬける交通路にあたったのかもしれな

い:こ のようなことから,1,650mと ぃう高所であっても,石器を使って狩 りをする旧石器時代入

にとって,池の平遺跡は重要なキャンプサイトであったと推定される。

ⅥⅡ。まとめ と今後の課題

1983年 (昭和58)8月 10日 から8月 16日 まで行われた八千穂村池の平遺跡発掘調査は地元八千

穂村の小 。中学生を含め158名 の参加者を得て,大 きな成果 を上げることができた。ここでは, こ

の発掘で得 られた研究面での成果を中心に述べ,社会教育,発掘の方法論などに関する面につい

ては別の機会に報告することにする。また,こ の発掘調査が今後も引き続 き実施される予定なの

で,こ の項では今次発掘のまとめ と合わせて,次回の発掘の課題についても提言したい。

1。 まとめ
今次発掘の成果を箇条書すると次のとおりである。

a.複合遺跡 (累積遺闘

八千穂村池の平遺跡は,佐久ローム層の上部から最上部に至る風成ローム層中の遺跡であり,

下位より,デカパ ミローム層 I,H,Ⅲ ,黄モヤ,ソ フトローム層,黒モヤの 6層準に渡つて遺

物が出土する遺跡である。これらの遺物包含層の年代は,デカパ ミローム層が約13,000年前, ソ

フトローム層が約11,500年 前と推定される。したがって,こ の遺跡はただ一度のキャンプ・サイ

トというものでなく,数千年間に渡ってたびたび旧石器人が立ち寄った地点であることが推定さ

れる。

b.尖 頭器の製作

出土遺物の大半が尖頭器 とその製作過程で発生したと思われる剥片と砕片である。このこと

は,こ の地点で作られた石器が尖頭器であり, もっぱらその製作のための地
`点

であったことが推

定される。また,得 られた尖頭器は多くのものが破損しているものであり,接合するものもある。

このことは,チ ップの量の多いことと合わせて考察すると,製作過程で失敗したものを放棄 した

-29-



ことが推定される。これらのことを合わせて,こ の地点の遺跡の性格 を判断すると, ここは少な

くとも尖頭器の製作場であったことが知れる。ただし,その製作過程や居住の有無については確

たる証拠はない。

C.遺物密集地の意味

遺物は発掘地全域で一様に出土するのではなく,ア ー20グ リッドを中心とする直径 5～ 10m,

イー18グ リラヽドを中心とする直径約10mの範囲内で密集して出土する。いうまでもなく,こ れら

のユニットは立体的に累重しており,同 じ場所で数回の石器製作が行われたことがうかがわれる。

いずれの場所もす ぐ上流側 (山恨1)に 巨礫が存在し,こ の巨礫を供給した熔岩の尾根状の高まり

の南側斜面にある。

d.尖 頭器の変遷

出土した尖頭器の形は,デカパ ミローム層中のものと, ソフトローム層・黒モヤ中のものとで

有意の差がみられる。すなわち,前者は小形で断面が三角形に近いものが多く,後者は中形幅広

で薄いものが多い。このことは,尖頭器の形が時代の変遷 とともに変化したことを意味するもの

かどうか,今後の研究課題である。狩猟対象の変化の有無と考え合わせる必要もある。いずれに

しても,こ の間には 2～ 3千年の年代差がある。

e.遺跡の立地

遺物密集地のす ぐ山側 (北側)に は巨礫からなる尾根状の高まりがある。密集地はこの高まり

より南側へ少し下った場所である。尾根状の高まりは北東～南西方向に延びており,現在発見さ

れている2つの密集地のほか同様な密集地が存在するかどうか今後の課題である。

一方,こ の尾根状の高まりは現在でも巨礫が露出しているなど植生は疎であり,自樺などが点々

と生えるのみである。このことは,熔岩流出以降あまり表土の形成がなぃことを意味している。

すなわち,こ の尾根状の高まりが,13,000年前にも本直生がまばらで,旧石器人の往来に便利だっ

たとも考えられる。

f.高所遺跡の意味

八千穂村池の平遺跡は標高1,650m付近にある。また,出 土した遺物の原石は気泡の多い黒曜石

であり,麦草峠下の黒曜石露出地点のものとよく似ている。この付近にある沢の中には,こ の黒

曜石の礫が点在している。したがって,前述の池の平熔岩 (大反熔岩を含む)の尾根状の高まり

を踏み跡として,八千穂駅付近の低地から黒曜石原石山近 くまで登ってきた旧石器人の石器製作

所が此の付近に
`点
在した, という推論がなりたつ。

同様な遺跡は,麦草峠を越えた茅野市側の渋川遺跡や城之平遺跡にも見られる。
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2。 今後の課題
以上のような成果とそれにもとずくいくつかの推論から,今後検討しなければならない課題は

次のとおりである。

a.複 合遺跡 (累積遺跡)の 下 限 と上 限

池の平熔岩の上に分布する同様な遺跡はいつから形成されたのか,ま た,いつまで続いたのかを

確定する必要がある。関東平野などで黒曜石を石材とする石器が多量に出現する年代は約21,000

年前くらいであるという。本地域の下限がどこまで古 くなるのかが問題である。地質層序の上で

デカパ ミローム層以下の遺物の出土の有無を調査する必要がある。

上限については、 トリデロック地′点より縄文早期の土器が出土している。黒色火山灰層中の遺

物を検討する必要がある。

b.文化 内容

尖頭器製作にかかわる旧石器人の生活の復元,すなわち,キ ャンプ期間 :居住場所 。生活集団

などの復元を,石器内容の検討,生活面の復元などから考察する必要がある。

C.遺 跡立地の予測

池の平地域は今後開発されて行 くと推定される。このことは,地形の項でも述べたように,こ

の地域が周辺の山地に比較して,なだらかであり,諸観光施設を計画するのに適した地域である

からである。すでに,八千穂レイク周辺は,各種施設の増設が施行されている。

池の平地域には,現在知られている遺跡も多く,今後上記のような開発に際して,遺跡の有無

が予測されれば,遺跡の存在可能地を開発に先立ってあらかじめ調査 しておくこともできる。こ

のようなことが可能かどうかを検討するために,前述のような遺跡立地条件がより細か く設定さ

れる必要があり,そ の予測にもとずいて,実際にチェックしてみることは有意義なことである。
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参加者名簿

ア行 青柳美保 青柳守宏 飯田和明 石塚二侍子 丼出佐知子 丼出 勤 井出文彦 井出正芳 磯

・貝千恵 今井光一 今井芳明 稲垣 進 上田 光 浮島久幸 牛山栄子 内山 高 卯月武彦 大金

斉 大沢 匡 大島 浩 大村昭三 岡田昭弘 岡本郁栄 奥田述夫 小倉徹也 小沢なつ子 小沢範

久 織笠 昭 力行 加藤 きよい 加藤 啓 加藤 純 金川和人 兼松勇次 鎌 秀樹 上加世 田聡

上村久三 亀山正義 鴨田知幸 北爪智啓 北爪 牧 北原祐子 木村純一 草野佐知 久保沢秀夫

熊井久雄 鴻野晶子 鴻野智良 鴻野久子 郷原綾乃 小浦和子 輿水美加子 小平瑞穂 小林和宏

小林恵子 小林 潤 小林純子 小林雅弘 小林美弥子 小林与之 駒村桂徳 小宮山一美 小宮山進

一 近藤洋一 サ行 斉藤尚人 坂本孝洋 桜井いづみ 桜井久美子 佐々木克彦 佐々木 透 佐々

木徳治 佐々木春蔵 佐々木久彰 佐々木秀幸 佐々木宗昭 佐々木基至 佐藤和幸 佐藤幸司 佐藤

真也 佐藤友広 佐藤秀子 佐藤蓮子 笹崎孝幸 笹崎源太郎 実川順一 篠田繁幸 篠原 武 篠宮

祐介 志摩 さとみ 島崎真由美 清水雅子 白井 実 新海正博 末永和幸 杉田正男 数土美幸 関

克徳 関 勝志 関本真一 相馬和人 夕行 高木郁生 高木信彦 鷹野智由 武居比呂志 竹内 健

竹内建造 竹村健一 立岩尚之 立岩紀子 田中美恵子 田辺智隆 出浦晃彦 出浦祥子 出浦 深

寺尾真純 飛田健ニ ナ行 内藤修司 内藤 仁 中島広聖 中田真也 中田直志 中村敦子 中村由

克 中山貴美子 成瀬達也 名和 毅 西尾 顕 西田知佐子 西田哲也 ハ行 畑 邦弘 平原弘久

平林正晴 深澤哲治 降幡和章 古屋重徳 星山 圭 マ行 増田高也 松橋 均 松村孝史 松本俊

幸 間室幸仁 丸山輝樹 水本 秀明 村松啓輔 村松泰規 百瀬孝治 森 幹尋 森下 聡 ヤ行

矢口裕之 矢島勝美 山浦倫治 山口 健 山越正義 山田真奈美 ワ行 渡辺修至 渡辺 徹 渡辺

利幸 渡辺真美子 渡辺真理子  (以上158名 )
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発掘前の大反地点

発掘中の大反地点 スタッフのおいてあるところがアー19グ リッド
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２
図
版

くわ入れ式

表 土 は ぎ 試掘溝ほ り



第
３
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版

ビニールハウスの中の発掘風景

壁面の地質調査 火山灰の検鏡
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地層見学会

まとめの会
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道路側壁面

道路側壁面拡大
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尖頭器出土状況 (アー20グ リッ ド)
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尖頭器出土状況 (イ ー 18グ リッ ド)

尖頭器未成品出土状況 (イ ー 18グ リッ ド)
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８
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大反地点の出土遺物 (黒 モヤ・層準不明)研 6
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大反地点の出土遺物 (ソ フ ト・ローム)516
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一範

大反地点の出土遺物 (デ カパ ミローム)516
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